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【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 2年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】試験問題 F 

□1  次の計算をしなさい。 

(1) ( )714213 −×−  (2) ( )22 23 −+−  

(3) ( ) ( )yxyx 2223 +−−  (4) 222 babab ÷×  

(5) ( )22 126
3
1 xyyx −  (6) 

62
xyyx −

−
+

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) －1 (2) －5 (3) yx 74 −  (4) 
a
b
 (5) 22 42 xyyx −  (6) 

3
2 yx +

 

[解説] 

(1) ( ) 114137213714213 −=−=×−=−×−  

(2) ( ) 54923 22 −=+−=−+−  

(3) ( ) ( ) yxyyxxyxyxyxyx 74432642362223 −=−−−=−−−=+−−  

(4) 
a
b

ba
bab

ba
babbabab =

×
=××=÷× 22

2

22
2222 1

 

(5) ( ) ( ) 222222 4212
3
16

3
1126

3
1 xyyxxyyxxyyx −=−×+×=−  

(6) 
( ) ( ) ( )

6
33

6
3

632
3

62
xyyxxyyxxyyxxyyx +−+

=
−−+

=
−

−
×
×+

=
−

−
+

 

  ＝
3

2
6

24 yxyx +
=

+
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□2  次の等式を[  ]内の文字について解きなさい。 

(1) ][43 bcba =+  (2) ][
2

yyxm −
=  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 
4

3 cab +−
=  (2) mxy 2−=  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) cba =+ 43 ， a3 を右辺に移項して cab +−= 34 ，両辺を4でわると，
4

3 cab +−
=  

(2) 
2

yxm −
= ，両辺を入れ替えて myx

=
−
2
，両辺に2をかけると myx 2=− ， 

xを右辺に移項して mxy 2+−=− ，両辺に 1− をかけると， mxy 2−=  
 

 

□3  次の方程式を解きなさい。 

(1) xx 2.02.14.0 −=−  (2) 




=−
−=

83
52

yx
xy

 

[解答欄] 

①  ②  

[解答](1) 2=x  (2) 1,3 == yx  

[解説] 

(1) xx 2.02.14.0 −=−  

両辺に10をかけると， 2,126,2124 ==−=− xxxx  

 

(2) 




=−

−=

･･･②

･･･①

83
52

yx
xy

 

代入法で解く。( ～～ == xy , という式があるときは代入法が計算しやすい) 
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①の yを②の yに代入すると， 

( ) 3,8523,8523 ==+−=−− xxxxx  

3=x を①に代入すると， 1532 =−×=y  

よって 1,3 == yx  

 

 

□4  一次関数 baxy += が次のような値をとるとき，(1)～(4)のそれぞれについて aとb

の値を求めなさい。 
(1) 

x  ・・ 0    1    2    3    4・・ 
y  ・・ 1    3    5    7    9・・ 

(2) 

x  ・・ －3    0    3    6    9・・ 
y  ・・   8    5    2  －1  －4・・ 

(3) 

x  ・・ 3    4    5     6    7・・ 
y  ・・ 4    7    10   13   16・・ 

(4) 

x  ・・ －5・・・・・5 
y  ・・   0・・・・・6 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 1,2 == ba  (2) 5,1 =−= ba  (3) 5,3 −== ba  (4) 3,
5
3

== ba  

[解説] 

一次関数 baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 0=x のときのとき 1=y なので切片 1=b  

xが 0から 1まで 1増加するとき， yは 1から 3まで 2増加するので， 

(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 2

1
2
=  よって 2=a  
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(2) 0=x のとき 5=y なので切片 5=b  

xが 0から 3まで 3増加するとき， yは 5から 2まで 2－5＝－3増加する(3減少する)の

で，(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 1

3
3

−=
−

 よって 1−=a  

(3) xが 3から 4まで 1増加するとき， yは 4から 7まで 3増加するので， 

(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 3

1
3
=  よって 3=a で，直線の式は， 

bxy += 3 とおくことができる。この式に 4,3 == yx を代入すると， 

5,94,334 −=+=+×= bbb  

(4) xが－5から 5まで 10増加するとき， yは 0から 6まで 6増加するので， 

(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝

5
3

10
6
=  よって

5
3

=a で，直線の式は， 

bxy +=
5
3
とおくことができる。この式に， 0,5 =−= yx を代入すると， 

( ) 3,30,5
5
30 =+−=+−×= bbb  

 

 

□5  次の条件をみたす一次関数を求めよ。 
(1) 変化の割合が－2で， x＝0のとき y＝3である。 

(2) グラフの切片が 7で，傾きが－1の直線である。 

(3) グラフが直線 12 += xy に平行で，点(3，1)を通る直線である。 

(4) グラフが 2点(－3，2)，(2，－3)を通る直線である。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 32 +−= xy  (2) 7+−= xy  (3) 52 −= xy  (4) 1−−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 一次関数では(傾き)＝(変化の割合)なので，この直線の傾きは－2になる。 

よって， bxy +−= 2 とおくことができる。この式に 3,0 == yx を代入すると， 
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3,023 =+×−= bb  

ゆえに求める直線の式は 32 +−= xy  

(別解) 

一次関数では(傾き)＝(変化の割合)なので，この直線の傾きは－2になる。 

0=x のとき 3=y であるので，切片は3  

ゆえに求める直線の式は 32 +−= xy  

(3) 2つの直線が平行であるとき，傾きが等しい。よって求める直線の傾きは 2で，直線の

式は bxy += 2 ･･･①とおくことができる。 

点(3，1)を通るので， 1,3 == yx を代入して， 

5,61,321 −=+=+×= bbb  

よって，求める直線の式は 52 −= xy  

(4) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(－3，2)を通るので， 2,3 =−= yx を代入して， ( ) 23,32 =+−+−×= baba ･･･① 

点(2，－3)を通るので， 3,2 −== yx を代入して， 32,23 −=++×=− baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

55

32)
23

=−

−=+−
=+−

a

ba
ba
 1,55 −==− aa  

1−=a を②に代入すると， ( ) 1,32,312 −=−=+−−=+−× bbb  

よって，求める直線の式は 1−−= xy  

 

□6  次の図の(1)～(4)の直線の式を求めなさい。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 22 += xy  (2) 32 −−= xy  (3) 4+−= xy  (4) 2
3
2

−= xy  

[解説] 
baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1)の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，2)と読み取れる。したがって

切片bは 2， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点
Q。Pから Qで，xは＋1，yは＋2変化する。したがって直線の傾きaは

2
1
2
=  ゆえに，求める直線の式は 22 += xy である。 

(2) の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，－3)と読み取れる。したがっ

て切片bは－3， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点
S。R から S で， xは＋1， yは－2 変化する。したがって直線の傾き aは

2
1
2

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は 32 −−= xy である。 

(3) の直線が y軸と交わる点の座標は T(0，4)と読み取れる。したがって切

片bは 4， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点 U。T

から Uで，xは＋1，yは－1変化する。したがって直線の傾きaは 1
1
1

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は 4+−= xy である。 

(4) の直線が y軸と交わる点の座標は V(0，－2)と読み取れる。し

たがって切片bは－2， yx, ともに整数になる点をグラフから読
み取ると右図の点W。VからWで，xは＋3，yは＋2変化する。

したがって直線の傾きaは
3
2

3
2
=

+
+

 

ゆえに，求める直線の式は 2
3
2

−= xy である。 
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□7  次の式のグラフをかきなさい。 

(1) 12 += xy      (2) 13 +−= xy       (3) 4
3
2

−= xy  

(4) 5=+ yx      (5) 022 =+− yx     (6) 082 =+y  

[解答欄] [解答] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解説] 

baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 12 += xy の切片は 1なので，P(0，1)を通る。 

(傾き)＝
1
22 = ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝2 

Pから x方向に＋1， y方向に＋2だけすすめた点 Qをとる。PQを結ん

だ直線が 12 += xy のグラフになる。 

 

(2) 13 +−= xy の切片は 1なので，R(0，1)を通る。 

(傾き)＝
1
33 −

=− ＝
)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝－3 

Rから x方向に＋1， y方向に－3だけすすめた点 Sをとる。RSを結

んだ直線が 13 +−= xy のグラフになる。 

 

 



 8

(3) 4
3
2

−= xy の切片は－4なので，T(0，－4)を通る。 

(傾き)＝
3
2
＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝3のとき，( yの増加量)＝2 

Tから x方向に＋3，y方向に＋2だけすすめた点 Uをとる。TUを結

んだ直線が 4
3
2

−= xy のグラフになる。 

(4) まず 5=+ yx を変形して， 5+−= xy  

5+−= xy の切片は 5なので，V(0，5)を通る。 

(傾き)＝
1
11 −

=− ＝
)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝－1 

Vから x方向に＋1，y方向に－1だけすすめた点Wをとる。VWを結ん

だ直線が 5+−= xy のグラフになる。 

(5) まず 022 =+− yx を =y ～の形に変形する。 

1
2
1,22,22 +=+=−−=− xyxyxy  

1
2
1

+= xy の切片は 1なので，A(0，1)を通る。 

(傾き)＝
2
1
＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)＝2のとき，( yの増加量)＝1 

Aから x方向に＋2， y方向に＋1だけすすめた点 Bをとる。ABを結んだ直線が 

1
2
1

+= xy のグラフになる。 

(6) 082 =+y の式を変形して 4,82 −=−= yy  

y座標が－4の点の集まりなので，(0，－4)を通り x軸に平行な直線になる。 
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□8  次の連立方程式の解を，グラフを使って求めなさい。 

(1) 




−=
−=

83
52

xy
xy

 (2) 




=−
=+

03
4

yx
yx

 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  (2)  

[解答](1) 1,3 == yx  (2) 1,3 == yx  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解説] 

2 つの直線のグラフを書き，交点の座標をよみとる。交点の座標が連立方程式の解と等し

くなる。 
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【】試験問題 G 

□1  次のうち， yが xの一次関数であるものには○，そうでないものには×をつけよ。 

(1) 4 l入っている水槽に毎分 1 lずつ x分間水を入れたとき，全体の水の量が ly である。 
(2) 道のり 10kmを時速 x kmの速さで進んだときに y時間かかる。 

(3) 50円の品物を x個買い，千円出したときのおつりが y円である。 

(4) 1個 x gのリンゴ 1ダースの重さが y gである。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) ○ (2) × (3) ○ (4) ○ 

[解説] 
関数の中で yが xの一次式で表されるもの，すなわち baxy += の形になるものが一次関

数である。比例 axy = は 0=b のときで一次関数の一種である。
2axy = ( xの 2乗に比例)，

x
ay = (反比例)などは一次関数ではない。 

(1) (全体の水の量 y )＝(最初に入っている水の量4 )＋( x分間にはいった水の量 x×1 )なの

で， 4,14 +=×+= xyxy  これは baxy += の形になっているので一次関数といえ

る。 

(2) (時間 y )＝ (距離 10 )÷(速さ x )＝
速さ

距離 なので，
x

y 10
=  これは反比例の式で

baxy += の形にはなっていない。よって一次関数ではない。 

(3) (おつり y )＝1000－(単価50 )×(個数 x )なので， 100050,501000 +−=×−= xyxy  

これは baxy += の形になっているので一次関数といえる。 

(4) (全体の重さ y )＝(1個の重さ x )×(個数12 )なので， xyxy 12,12 =×=  baxy +=

で 0=b の場合 axy = となる(比例)。これは一次関数の一種である。 
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□2  次の表は関数 23 −= xy の数表の一部である。空欄にあてはまる数を入れよ。 

x  ・・ －3   －2   －1    0    1    2    3    4    5     6・・ 
y  ・・ －11  (ア)   －5   (イ)   1    4    7   (ウ)  (エ)  16 

[解答欄] 

(ア)  (イ)  (ウ)  (エ)  

[解答](ア) －8 (イ) －2 (ウ) 10 (エ) 13 

[解説] 

23 −= xy に xの値を代入して求める。たとえば， 2−=x のとき ( ) 8223 −=−−×=y  

 

 

□3  関数 43 += xy について以下の問いに答えよ。 

(1) 傾きを求めよ。 

(2) 切片を求めよ。 

(3) 変化の割合を求めよ。 
(4) xの増加量が 1のとき， yの増加量を求めよ。 

(5) xの増加量が－2のとき， yの増加量を求めよ。 

(6) この関数のグラフは右上がりか，右下がりか。 
(7) x＝－2のとき， yの値を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

(5)  (6)  (7)  

[解答](1) 3 (2) 4 (3) 3 (4) 3 (5) －6 (6) 右上がり (7) －2 

[解説] 

(1)～(3) 一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表

す。したがって， 43 += xy の場合，(傾き)＝3，(切片)＝4  

aは変化の割合とも一致する。したがって，(変化の割合)＝3  

(4)，(5) 
)(
)(

の増加量

の増加量

x
y ＝(変化の割合)なので，( yの増加量)＝(変化の割合)×( xの増加量) 

(変化の割合)＝3なので，( xの増加量)＝1のとき( yの増加量)＝ 313 =×  
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また，( xの増加量)＝ 2− のとき( yの増加量)＝ ( ) 623 −=−×  

(6) baxy += の傾き aが正のときグラフは右上がりの直線となり， aが負のときは右下
がりに直線となる。 43 += xy の傾きは3で正の値なので，右上がりの直線になる。 

(7) 43 += xy に 2−=x を代入すると， ( ) 2423 −=+−×=y  

 

 

□4  二元一次方程式 632 =− yx について以下の問いに答えよ。 

(1) x＝0のとき， yの値を求めよ。 

(2) y＝0のとき， xの値を求めよ。 

(3) 一次関数の式に直すとどうなるか。式を書け。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) －2 (2) 3 (3) 2
3
2

−= xy  

[解説] 

(1) 632 =− yx に 0=x を代入すると， 2,630 −==− yy  

(2) 632 =− yx に 0=y を代入すると， 3,602 ==− xx  

(3) 632 =− yx を yについて解くと， 2
3
2,623 −=+−=− xyxy  
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□5  次の式で表される直線のグラフをかけ。 

(1) 22 += xy    (2) 4
3
2

+−= xy   (3) 01052 =++ yx   (4) 5−=y  

[解答欄] [解答] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解説] 
baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の

y座標)を表す。 

(1) 22 += xy の切片は 2なので，P(0，2)を通る。 

(傾き)＝
1
22 = ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝2 

Pから x方向に＋1，y方向に＋2だけすすめた点Qをとる。PQを結んだ直線が 22 += xy
のグラフになる。 

(2) 4
3
2

+−= xy の切片は 4なので，R(0，4)を通る。 

(傾き)＝
3
2

3
2 −
=− ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)＝3のとき，( yの増加量)＝－2 

R から x 方向に＋3， y 方向に－2 だけすすめた点 S をとる。RS を結んだ直線が

4
3
2

+−= xy のグラフになる。 
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(3) 01052 =++ yx をまず =y ～の形に変形する。 

2
5
2,1025 −−=−−= xyxy  

2
5
2

−−= xy の切片は－2なので，T(0，－2)を通る。 

(傾き)＝
5
2

5
2 −
=− ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)＝5

のとき，( yの増加量)＝－2 

T から x 方向に＋5， y 方向に－2 だけすすめた点 U をとる。TU を結んだ直線が

2
5
2

−−= xy のグラフになる。 

(4) 5−=y  y座標が－5の点の集まりなので，V(0，－5)を通り x軸に平行な直線になる。 

 

 

□6  次のグラフで表される直線の式を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 1+= xy  (2) 52 +−= xy  (3) 3
4
1

−= xy  (4) 4
2
1

+−= xy  
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[解説] 

baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1)の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，1)と読み取れる。したがって切片b
は 1， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点 Q。Pから

Qで， xは＋1， yは＋1変化する。したがって直線の傾き aは 1
1
1
=  

ゆえに，求める直線の式は 1+= xy である。 

(2) の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，5)と読み取れる。したがって切

片bは 5， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点 S。R

から Sで，xは＋1，yは－2変化する。したがって直線の傾きaは 2
1
2

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は 52 +−= xy である。 

(3) の直線が y軸と交わる点の座標は T(0，－3)と読み取れる。した

がって切片bは－3， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取
ると右図の点 U。Tから Uで， xは＋4， yは＋1変化する。したが

って直線の傾き aは
4
1
 ゆえに，求める直線の式は 3

4
1

−= xy であ

る。 
(4) の直線が y軸と交わる点の座標は V(0，4)と読み取れる。したがっ

て切片bは 4， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図
の点 W。V から W で， xは＋2， yは－1 変化する。したがって直線

の傾きaは
2
1

2
1

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は 4
2
1

+−= xy である。 
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□7  グラフが次のようになる直線の式をそれぞれ求めよ。 

(1) 傾きが 4，切片が－2の直線 

(2) 傾きが－2で，(0，3)を通る直線 

(3) 切片が 4で(－4，－2)を通る直線 

(4) 2点(－5，0)，(0，3)を通る直線 

(5) 2点(4，13)，(－2，－11)を通る直線 

(6) 2点(3，－2)，(－3，－2)を通る直線 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 24 −= xy  (2) 32 +−= xy  (3) 4
2
3

+= xy  (4) 3
5
3

+= xy  

(5) 34 −= xy  (6) 2−=y  

[解説] 

一次関数 baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(2) 傾きが－2なので，直線の式は bxy +−= 2 とおくことができる。 

(0，3)を通るので， 3,0 == yx を代入して， 3,023 =+×−= bb  

よって，求める直線の式は 32 +−= xy  

(別解) 

(0，3)を通るので切片は 3，傾きが－2なので，求める直線の式は 32 +−= xy  

(3) 切片が 4なので直線の式は 4+= axy とおくことができる。 

(－4，－2)を通るので， 2,4 −=−= yx を 4+= axy に代入して， 

( )
2
3

,64,442 =−=−+−×=− aaa  よって求める直線の式は 4
2
3

+= xy  

(4) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(－5，0)を通るので， 0,5 =−= yx を代入して， ( ) 05,50 =+−+−×= baba ･･･① 

点(0，3)を通るので， 3,0 == yx を代入して， 3,03 =+×= bba ･･･② 

②を①に代入すると，
5
3,35,035 ===+− aaa  
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よって，求める直線の式は 3
5
3

+= xy  

(別解) 

点(0，3)を通るので，切片は 3 よって求める直線の式は 3+= axy とおくことができる。 

(－5，0)を通るので， 0,5 =−= yx を 3+= axy に代入して，
5
3,350 =+−= aa  

よって，求める直線の式は 3
5
3

+= xy  

(5) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(4，13)を通るので 13,4 == yx を代入して， 134,413 =++×= baba ･･･① 

点(－2,－11)を通るので， 11,2 −=−= yx を代入して， 

( ) 112,211 −=+−+−×=− baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

246

112)
134

=

−=+−−
=+

a

ba
ba

 4,246 == aa  

4=a を②に代入すると， 3,118,1142 −=−=+−−=+×− bbb  

よって，求める直線の式は 34 −= xy  

(6) 2点の y座標が等しいので，この直線は x軸に平行で，直線上で
は yの値はつねに－2 

よって求める直線の式は 2−=y  

(注) 
2点の y座標が等しい場合，直線の式は y＝～ 

2点の x座標が等しい場合，直線の式は x＝～ 

 

 

□8  連立方程式




−=

−=−

･･･②

･･･①

62
1052

xy
yx

について以下の問いに答えよ。 

(1) ①のグラフをかけ 

(2) ②のグラフをかけ。 

(3) 連立方程式の解を求めよ。 
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[解答欄] [解答] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) グラフより 4,5 == yx  

[解説] 
(1) まず y＝～の形に変形する。 

2
5
2,1025,1025,1052 +=+=−−=−−=− xyxyxyyx  

2
5
2

+= xy の切片は 2なので，P(0，2)を通る。 

(傾き)＝
5
2
＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝5のとき，( yの増加量)＝2 

P から x 方向に＋5， y 方向に＋2 だけすすめた点 Q をとる。PQ を結んだ直線が

2
5
2

+= xy のグラフになる。 

(2) 62 −= xy の切片は－6なので，R(0，－6)を通る。 

(傾き)＝
1
22 = ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝2 

R から x方向に＋1， y方向に＋2 だけすすめた点 Sをとる。RSを

結んだ直線が 62 −= xy のグラフになる。 

(3) 直線①と②の交点の座標は①，②の連立方程式の解と等しくなる。 

①と②の交点の座標をグラフから読み取ると，(5，4) 

したがって，連立方程式の解は， 4,5 == yx  
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□9  yは xに比例する部分と定数との和の形で表され， x＝3のとき y＝－2，また， 

x＝－2のとき y＝8である。このとき x＝5のときの yの値を求めたい。途中の過程を示
しながら yの値を求めよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 

比例する部分を ax，定数部分をbとすると， baxy +=  

2,3 −== yx を代入すると， 23,32 −=++×=− baba ･･･① 

8,2 =−= yx を代入すると， ( ) 82,28 =+−+−×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

105

82)
23

−=

=+−−
−=+

a

ba
ba

 2,105 −=−= aa  

2−=a を①に代入すると， ( ) 4,26,223 =−=+−−=+−× bbb  

よって，この一次関数の式は 42 +−= xy 。 

これに x＝5を代入すると， 6410452 −=+−=+×−=y ･･･答 
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□10  太郎君は自宅から 4km離れた公園へ自転

車で行き，太郎君の兄は歩いて公園から自宅へ

戻る。右のグラフはその時の時刻と自宅からの

道のりの関係を示している。以下の問いに答え

よ。 
(1) 太郎君の動きを示すグラフの式を求めよ。

(ただし 0≦ x≦30とする) 

(2) 太郎君の兄の動きを示すグラフの式を求

めよ。(ただし 0≦ x≦60とする) 

(3) 二人が出会う時刻と場所を求めよ。 

(4) 太郎君が公園で 10 分間休んだ後，自宅に向かう兄に追いつくためにはどのくらいの

速さで追いかけないといけないか。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) xy
15
2

=  (2) 4
15
1

+−= xy  (3) 3時 20分に自宅から
3
8

kmの地点で出会う 

(3) 200m/分以上の速さ 

[解説] 
(1) 原点を通るので， axy = とおくことができる。 

30=x のとき 4=y なので， axy = に代入すると，
15
2

30
4,304 === aa   

よって， xy
15
2

=  

(2) グラフより切片は 4なので， 4+= bxy とおくことができる。 

60=x のとき 0=y なので， 4+= bxy に代入すると， 

15
1

60
4,460,0460,4600 −=−=−==++×= bbbb  よって， 4

15
1

+−= xy  

(3) xy
15
2

= ･･･①と 4
15
1

+−= xy ･･･②を連立方程式として解く。 
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①の yを②の yに代入すると， 20,603,602,4
15
1

15
2

==+−=+−= xxxxxx  

20=x を①に代入すると，
3
820

15
2

=×=y  

よって，
3
8,20 == yx  ゆえに，3時 20分に自宅から

3
8

kmの地点で出会う 

(4) ちょうど兄と同時に家に着くすると，20分で 4kmを走らなければならない。このとき

の速さは，4÷20＝0.2km/分＝200m/分 

よって，200m/分以上の速さで追いかけなければならない。 
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【】試験問題 H 

□1  次の計算をしなさい。 

(1) 752 −+−  (2) ( ) ( )76 −×−  

(3) ( ) 3245 ÷−+−  (4) ( ) ( ) 2643 ÷−−−×  

(5) 9562 +−− xx  (6) ( ) ( )324423 +−− xx  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 4−  (2) 42  (3) 13−  (4) 9−  (5) 33 +− x  (6) 620 −− x  

 

 

□2  次の連立方程式を解きなさい。 

(1) 




=−
=+

1823
52

yx
yx

 (2) 




−=+−
=+

1783
332

yx
yx

 

[解答欄] 

(1) 




=
=

y
x

 (2) 




=
=

y
x

 

[解答](1)




−=
=

3
4

y
x
 (2)





−=
=

1
3

y
x

 

[解説] 

(1) 




=−

=+

･･･②

･･･①

1823
52

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 yの係数の絶対値を2にそろえるために①×2  





=−

=+

･･･②

･･･①’

1823
1024

yx
yx

 

yを消去するために①’＋② 

287

1823)
1024

=

=−+
=+

x

yx
yx
 ゆえに 4728 =÷=x  
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4=x を①に代入すると， 3,58,542 −==+=+× yyy  

よって 3,4 −== yx  

 

(2) 




−=+−

=+

･･･②

･･･①

1783
332

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 xの係数の絶対値を6にそろえるために①×3，②×2  





−=+−

=+

･･･②’

･･･①’

34166
996

yx
yx

 

yを消去するために①’＋②’ 

2525

34166)
996

−=

−=+−+
=+

y

yx
yx

 ゆえに ( ) 12525 −=÷−=y  

1−=y を①に代入すると， ( ) 3,62,332,3132 ===−=−×+ xxxx  

よって 1,3 −== yx  

 

 

□3  ある美術館の入館料は，中学生 7人と大人 3人で 2020円，中学生 5人と大人 4人で

2000円であった。中学生と大人の入館科をそれぞれ求めなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
中学生 1人の入館料を x円，大人 1人の入館科を y円とする。 

中学生 7人と大人 3人で 2020円なので， 202037 =+ yx ･･･① 

中学生 5人と大人 4人で 2000円なので， 200045 =+ yx ･･･② 

加減法で解く(代入法は不適当)。 yの係数の絶対値を12にそろえるために①×4，②×3  
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



=+

=+

･･･②’

･･･①’

60001215
80801228

yx
yx

 

yを消去するために①’－②’ 

160,208013 == xx  

160=x を②に代入すると， 
300,12004,20004800,200041605 ===+=+× yyyy  

ゆえに， 300,160 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，中学生 1人の入館料は 160円，大人 1人の入館科は 300円である。･･･答 

[解説] 
・まず求めるものを yx, とおく。 

 「中学生と大人の入館科をそれぞれ求めなさい。」とあるので， 
中学生 1人の入館料を x円，大人 1人の入館科を y円とする。 

・代金で値段を求める問題では，代金総額に注目して等式を立てる。 

・「中学生 7人と大人 3人で 2020円」とあるので， 
 (中学生 7人の入館料)＋(大人 3人の入館料)＝2020 

 (中学生 1人の入館料)×7＋(大人 1人の入館料)×3＝2020 

 202037,202037 =+=×+× yxyx ･･･① 

・「中学生 5人と大人 4人で 2000円」とあるので， 
 (中学生 5人の入館料)＋(大人 4人の入館料)＝2000 

 (中学生 1人の入館料)×5＋(大人 1人の入館料)×4＝2000 

 200045,200045 =+=×+× yxyx ･･･② 

・①，②を連立方程式として解く。 

・最後に計算の結果求めた yx, の値を一応，吟味する。通常は，「これは問題にあてはま

る。」と書いておけばよい。 
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□4  1600mはなれた駅へ行くのに，はじめ分速 50mで歩いていたが，途中で遅れそうだ

と思い，速さを分速 60mにしたところ，出発してからちょうど 30分後に駅に着きました。

分速 50mで歩いた道のりと分速 60mで歩いた道のりを求めなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
分速 50mで歩いた道のりを x m，分速 60mで歩いた道のりを y mとする。 

駅まで 1600mなので， 1600=+ yx ･･･① 

分速 50mで歩いた時間は
50
x
分，分速 60mで歩いた時間は

60
y
分で，合計時間は 30分な

ので， 30
6050

=+
yx
･･･② 

①，②の連立方程式を代入法で解く(加減法も可)。 

①より xy −=1600 ･･･①’ 

②の両辺に300をかけて分母を払うと， 900056 =+ yx ･･･②’ 

①’を②’に代入すると， 

( ) 1000,9000580006,9000160056 ==−+=−+ xxxxx  

1000=x を①’に代入すると， 60010001600 =−=y  

ゆえに， 600,1000 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，分速 50mで歩いた道のりは 1000m，分速 60mで歩いた道のりは 600m。･･･答 

[解説] 

・まず求めるものを yx, とおく。 

「分速 50mで歩いた道のりと分速 60mで歩いた道のりを求めなさい。」とあるので， 
分速 50mで歩いた道のりを x m，分速 60mで歩いた道のりを y mとする。 



 26

・速さの問題では，(時間)＝(距離)÷(速さ)＝
速さ

距離の公式を使う。 

・速さの問題では，図をかくとわかりやすい。与えられた

条件をすべて図に記入し，図を見ながら，距離とかかった

時間に注目して式を作る。 

・距離について 

 (分速 50mで歩いた距離)＋(分速 60mで歩いた距離)＝1600 

 1600=+ yx ･･･① 

・かかった時間について 

(分速 50mで歩いた時間)＋(分速 60mで歩いた時間)＝30 

 (分速 50mで歩いた距離)÷50＋(分速 60mで歩いた距離)÷60＝30 

 30
6050

,306050 =+=÷+÷
yxyx ･･･② 

・①，②を連立方程式として解く。 

・最後に計算の結果求めた yx, の値を一応，吟味する。通常は，「これは問題にあてはま

る。」と書いておけばよい。 

 
 

□5  一次関数 42 −−= xy において， xの値が－5 から－1 まで変わるとき， yの値はど
のように変わるか。 
[解答欄] 

 

[解答]6から－2まで変わる 

[解説] 

5−=x を代入すると， ( ) 6410452 =−=−−×−=y  

1−=x を代入すると， ( ) 242412 −=−=−−×−=y  
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□6  次の一次関数の変化の割合をいいなさい。 

(1) 5+−= xy  (2) xy
2
5

−=  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) －1 (2) 
2
5

−  

[解説] 

一次関数 baxy += 場合， aは変化の割合を表す。 

(1) 5+−= xy では 1−=a ，(2) xy
2
5

−= では
2
5

−=a  

 

□7  1km走るのに
10
1 lのガソリンを使う自動車がある。この自動車が 40 lのガソリンを

入れて出発した。このとき，x km走ったときの残りのガソリンの量を y lとして，次の問
いに答えなさい。 
(1) yを xの式で表しなさい。 

(2) 100km走ったときの残りのガソリンの量を求めなさい。 

(3) xの変域を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 40
10
1

+−= xy  (2) 30 l  (3) 4000 ≦≦ x  

[解説] 

(1) x km走ったときに使うガソリンは x×
10
1
なので，残りは x

10
140−  

ゆえに， 40
10
1

+−= xy  

(2) 40
10
1

+−= xy  に 100=x を代入すると， 30401040100
10
1

=+−=+×−=y  
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よって，残りのガソリンの量は30 l  

(3) 0=y とすると， 40
10
10 +−= x で，これを解くと 400=x  

よって 40 lのガソリンを入れたとき，400km走ることができる。 

ゆえに 4000 ≦≦ x  

 

 

□8  次の一次関数のグラフをかきなさい。 

(1) 5+= xy   (2) 
2
9

2
1

−= xy   (3) 4−=y   (4) ( )241
4
5

≦xxy <−+−=  

[解答欄] [解答] 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解説] 
baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)

を表す。 

(1) 5+= xy の切片は 5なので，P(0，5)を通る。 

(傾き)＝
1
11 = ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝1 

Pから x方向に＋1，y方向に＋1だけすすめた点 Qをとる。PQを結

んだ直線が 5+= xy のグラフになる。 

(2) 
2
9

2
1

−= xy  切片は
2
9

− で整数にならないので，例えば 1=x  
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の点を使う。 1=x のとき 4
2
8

2
91

2
1

−=−=−×=y  

点 R(1，－4)とする。 

(傾き)＝
2
1
＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)＝2のとき，( yの増加量)＝1 

Rから x方向に＋2，y方向に＋1だけすすめた点Sをとる。RSを結んだ直線が
2
9

2
1

−= xy

のグラフになる。 

(3) 4−=y  y座標が－4の点の集まりなので，(0，－4)を通り x軸に平行な直線になる。 

(4) ( )241
4
5

≦xxy <−+−= の切片は 1なので， 

T(0，1)を通る。 

(傾き)＝
4
5

4
5 −
=− ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝4のとき，( yの増加量)＝－5 

T から x方向に＋4， y方向に－5 だけすすめた点 U を

とる。TUを結んだ直線が 1
4
5

+−= xy のグラフになる。 

xの変域が 24 ≦x<− なので，この範囲内は実線で示

し，範囲外は点線で示す。 4−=x は含まれないので○を

記入し， 2=x ははいるので●を記入する。 

 

□9  右の図の(1)～(4)の直線を表す式を求めなさい。 
[解答欄] 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  
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[解答](1) 5+= xy  (2) xy
4
1

−=  (3) 4
3
2

−−= xy  (4) 3
5
2

−= xy  

[解説] 

baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1)の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，5)と読み取れる。したがって切

片bは 5， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点 Q。

Pから Qで，xは＋1，yは＋1変化する。したがって直線の傾きaは 1
1
1
=  

ゆえに，求める直線の式は 5+= xy である。 

(2) の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，0)と読み取れる。したがって切片bは 0， yx,
ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点 S。Rから
Sで， xは＋4， yは－1変化する。 

したがって直線の傾きaは
4
1

4
1

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は xy
4
1

−= である。 

(3)の直線が y軸と交わる点の座標は T(0，－4)と読み取れる。し

たがって切片bは－4， yx, ともに整数になる点をグラフから
読み取ると右図の点 U。Tから Uで， xは＋3， yは－2変化す

る。したがって直線の傾きaは
3
2

3
2

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は 4
3
2

−−= xy である。 

(4) の直線が y軸と交わる点の座標は V(0，－3)と読み取れる。し

たがって切片bは－3， yx, ともに整数になる点をグラフから読み
取ると右図の点W。VからWで， xは＋5， yは＋2変化する。し

たがって直線の傾きaは
5
2

 

ゆえに，求める直線の式は 3
5
2

−= xy である。 
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□10  次の条件をみたす一次関数を求めなさい。 

(1) グラフが点(2，7)を通り，傾きが 4の直線である。 
(2) x＝1のとき y＝2， x＝－3のとき y＝－10である。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 14 −= xy  (2) 13 −= xy  

[解説] 
一次関数 baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 傾きが 4なので， bxy += 4 とおく。 

点(2，7)を通るので， 7,2 == yx を bxy += 4 に代入して， 

1,87,247 −=+=+×= bbb  

よって，求める直線の式は， 14 −= xy  

(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

2,1 == yx を baxy += に代入して， 2,12 =++×= baba ･･･① 

10,3 −=−= yx を baxy += に代入して， ( ) 103,310 −=+−+−×=− baba ･･･② 
①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

124

103)
2

=

−=+−−
=+

a

ba
ba

 3,124 == aa  

3=a を①に代入すると， 1,23 −==+ bb  

よって，求める直線の式は， 13 −= xy  

(別解) 

x＝1のとき y＝2， x＝－3のとき y＝－10であるので，(傾き)＝
( )
( ) 3

4
12

31
102

==
−−
−−

 

求める直線の式を bxy += 3 とおく。 

2,1 == yx を bxy += 3 に代入すると， 1,32,132 −=+=+×= bbb  

よって，求める直線の式は 13 −= xy  
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□11  次の直線の式を求めなさい。 

(1) 73 +−= xy に平行で，点(5，0)を通る直線 

(2) x軸との交点が(2，0)， y軸との交点が(0，5)である直線 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 153 +−= xy  (2) 5
2
5

+−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 2つの直線が平行であるとき，傾きが等しい。よって求める直線の傾きは－3で，直線

の式は bxy +−= 3 ･･･①とおくことができる。 

点(5，0)を通るので， 0,5 == yx を①に代入して， 15,530 =+×−= bb  

よって，求める直線の式は 153 +−= xy  

(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(2，0)を通るので， 0,2 == yx を代入して， 02,20 =++×= baba ･･･① 

点(0，5)を通るので， 5,0 == yx を代入して， 5,05 =+×= bba ･･･② 

②を①に代入すると，
2
5,52,052 −=−==+ aaa  

よって，求める直線の式は 5
2
5

+−= xy  

(別解) 
y軸との交点が(0，5)なので切片は 5 

したがって直線の式は 5+= axy とおくことができる。 

点(2，0)を通るので， 0,2 == yx を 5+= axy に代入して， 

2
5,52,520 −=−=+×= aaa  

よって，求める直線の式は 5
2
5

+−= xy  
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□12  A町から 1800mはなれた B町まで行くとき，途中

の駐輪場まで自転車で行き，駐輪場からは歩いた。右の

グラフは，出発してからの時間 x分とその道のり y mの

関係を表したものである。これについて次の問いに答え

なさい。 
(1) A 町から駐輪場までについて， yを xの式で表せ。

また， xの変域を求めよ。 

(2) 駐輪場から B 町までについて， yを xの式で表せ。

また， xの変域を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  

(2)  

[解答](1) xy 250= ， 60 ≦≦ x  (2) 105075 += xy ， 106 ≦≦ x  

[解説] 
(1) A町から駐輪場までのグラフは原点を通るので axy = とおくことができる。 

axy = に 1500,6 == yx を代入して， a61500 = ，よって 250=a  

式は， xy 250=  xの変域は 60 ≦≦ x  

(2) 求める直線の式を cbxy += とおく。 

6=x のとき 1500=y なので代入すると， 15006,61500 =++×= cbcb ･･･① 

10=x のとき 1800=y なので代入すると， 180010,101800 =++×= cbcb ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 

②－①より， 75,3004 == bb  

75=b を①に代入すると， 1050,1500450,1500756 ==+=+× ccc  

よって 105075 += xy ， xの変域は 106 ≦≦ x  
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【】試験問題Ｉ 

□1  次の yを xの式で表しなさい。また， yが xの一次関数であれば○，そうでなけれ

ば×を書きなさい。 
(1) 縦の長さ 5cm，横の長さ x cmの長方形の面積を y cm2 

(2) 毎時 x kmの速さで歩く時，12km進むのにかかる時間を y時間 

(3) 1本 50円の鉛筆を x本買い，1000円出したときのおつり y円 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) xy 5= ，○ (2) 
x

y 12
= ，× (3) xy 501000 −= ，○ 

[解説] 
関数の中で yが xの一次式で表されるもの，すなわち baxy += の形になるものが一次関

数である。比例 axy = は 0=b のときで一次関数の一種である。
2axy = ( xの 2乗に比例)，

x
ay = (反比例)などは一次関数ではない。 

 (1) (長方形の面積 y )＝(縦の長さ 5)×(横の長さ x )なので， xyxy 5,5 =×=  

baxy += で 0=b の場合 axy = (比例)。これは一次関数の一種である。 

(2) (時間)＝(距離)÷(速さ)＝
速さ

距離なので，
x

y 12
=  baxy += の形になっていないので一

次関数ではない。(反比例である) 

(3) (おつり)＝1000－(代金)なので， 100050,501000 +−=−= xyxy で baxy += の

形になっているので一次関数である。( ba, は負の数でもかまわない) 

 

□2  一次関数 54 −= xy について次の問いに答えなさい。 

x  ･･ －5   (ア)  －1   0    1  (イ)   5 
y  ･･ (ウ)  －13  (エ)  (オ)  －1   7   15 

(1) 上の表の空欄をうめなさい。 
(2) xの値が－5から 0まで増加するとき， yの増加量を求めなさい。 

(3) xの増加量が 2のとき， yの増加量を求めなさい。 

(4) この一次関数の変化の割合を求めなさい。 
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[解答欄] 

(1)ア  イ  ウ  エ  

オ  (2)  (3)  (4)  

[解答](1)ア －2，イ 3，ウ －25，エ －9，オ －5 (2) 20 (3) 8 (4) 4 

[解説] 

(1) 54 −= xy に x (または y )の値を代入して求める。例えば 5−=x のとき 

( ) 25554 −=−−×=y ， 13−=y のとき 2,84,5413 −=−=−=− xxx  

(2)～(4) 5−=x のとき 25−=y ， 0=x のとき 5504 −=−×=y なので， 

( yの増加量)＝ ( ) 20255 =−−− である。これは次のようにしても計算できる。 

一次関数 baxy += でaは変化の割合を表す。したがって 54 −= xy の変化の割合は4で

あり， xが1増加するとき yは4の割合で増加する。 5−=x から 0=x までの xの増加量

は5であるので，( yの増加量)＝ 2054 =× である。(3)で xの増加量が2のときは， 

( yの増加量)＝ 824 =× である。 
 

 

□3  一次関数 5
2
3

+−= xy について， xの増加量が 4のとき， yの増加量を求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]－6 

[解説] 

 一次関数 baxy += の場合，aは変化の割合を表す。 5
2
3

+−= xy の変化の割合は
2
3

−  

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y ＝(変化の割合)なので，( yの増加量)＝(変化の割合)×( xの増加量) 

(変化の割合)＝
2
3

−  ，( xの増加量)＝4なので，( yの増加量)＝ 64
2
3

−=×−  
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□4  次の計算をしなさい。 

(1) baba 342 −++  (2) ( ) ( )yxyx 527436 −−−  

(3) ( ) ( )ba 78 −×−  (4) 





−÷ yxy

6
515  

(5) abba 932 ×÷  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) ba +3  (2) yx 114 +  (3) ab56  (4) x18−  (5) 26a  

[解説] 

(1) babbaababa +=−++=−++ 3342342  

(2) ( ) ( ) yyxxyxyxyxyx 3524141835142418527436 +−−=+−−=−−−  

  ＝ yx 114 +  

(3) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) abbababa 56787878 =××−×−=×−××−=−×−  

(4) 
y
yx

y
xy

y
xyyxyyxy

×−
×××

=
−

×
=








−

×=





 −÷=






−÷

5
615

5
615

5
615

6
515

6
515  

  ＝ x18−  

(5) 26
3

92
3

929
3
12932 a

b
baa

b
abaab

b
aabba =

×
××××

=
×

=××=×÷  

 

 

□5  次の直線①，②は，それぞれ，ある一次関数のグラフで

ある。これらの関数の式を求めなさい。 
[解答欄] 

①  

②  

[解答]① 1
2
1

+= xy  ② 14 −−= xy  
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[解説] 

baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1)の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，1)と読み取れる。したがっ

て切片bは 1， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図
の点 Q。Pから Qで， xは＋2， yは＋1 変化する。したがって直線

の傾きaは
2
1
 ゆえに，求める直線の式は 1

2
1

+= xy である。 

(2) の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，－1)と読み取れる。した

がって切片bは－1， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取る
と右図の点 S。Rから Sで，xは＋1， yは－4変化する。したがって

直線の傾きaは 4
1
4

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は 14 −−= xy である。 

 

 

□6  次の①～③のグラフを書きなさい。(書いたら必ず番号をつけておくこと) 

① 23 +−= xy   ② 1
3
2

−= xy   ③ 4−=y  

[解答欄] [解答] 
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[解説] 

① 23 +−= xy の切片は 2なので，P(0，2)を通る。 

(傾き)＝
1
33 −

=− ＝
)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝－3 

Pから x方向に＋1，y方向に－3だけすすめた点 Qをとる。PQを結ん

だ直線が 23 +−= xy のグラフになる。 

② 1
3
2

−= xy の切片は－1なので，R(0，－1)を通る。 

(傾き)＝
3
2
＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝3のとき，( yの増加量)＝2 

Rから x方向に＋3， y方向に 2だけすすめた点 Sをとる。RSを

結んだ直線が 1
3
2

−= xy のグラフになる。 

③ 4−=y  y座標が－4の点の集まりなので，(0，－4)を通り x軸に平行な直線になる。 

 

□7  次の条件を満たす一次関数，または，直線の式を求めなさい。 

(1) 点(1，6)を通り，傾き 4の直線。 

(2) (1，7)，(3，13)を通る直線。 

(3) グラフが 32 −−= xy に平行で， 6+= xy のグラフと y軸上で交わる。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 24 += xy  (2) 43 += xy  (3) 62 +−= xy  

[解説] 
一次関数 baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 求める直線の式を baxy += とおく。 

傾きが 4なので， 4=a  よって bxy += 4 とおく。点(1，6)を通るので， 6,1 == yx を

この式に代入して， 2,146 =+×= bb  

ゆえに求める直線の式は 24 += xy  
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(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

(1，7)を通るので， 7,1 == yx を代入して， ba +×= 17 ， 7=+ ba ･･･① 

(3，13)を通るので， 13,3 == yx を代入して， 133,313 =++×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。 

②－①より， 3,62 == aa  

3=a を①に代入すると， 4,73 ==+ bb  

4,3 == ba なので求める直線の式は， 43 += xy  

(別解) (1，7)，(3，13)を通る直線の傾きは， 3
2
6

13
713

==
−
−

 

よって求める直線の式を bxy += 3 とおく。 

(1，7)を通るので 7,1 == yx を bxy += 3 に代入すると， 4,137 =+×= bb  

ゆえに求める直線の式は， 43 += xy  

(3) 2つの直線が平行であるとき，傾きが等しい。よって求める直線の傾きは 2−  

また，2つの直線が y軸上で交わるとき切片が等しい。よって，求める直線の切片は6  

以上より求める直線の式は 62 +−= xy  
 

□8  次の 2 つの二元一次方程式を，それぞれグラフに表しなさい。(書いたら必ず番号を

つけておくこと。) また，(1)，(2)の問いに答えなさい。 
 ① 3=− yx    ② 423 =+ yx  

(1) ①，②の直線の交点の座標を読み取りなさい。 

(2) ①，②を連立方程式として解きなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  
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[解答](1) (2，－1) (2) 




−=
=

1
2

y
x

 

[解説] 

(1) ① 3=− yx より 3,3 −=+−=− xyxy  

切片は－3なので P(0，－3)を通る。 

(傾き)＝
1
11 = ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝1 

P から x方向に＋1， y方向に＋1 だけすすめた点 Q をとる。PQ

を結んだ直線が 3−= xy のグラフになる。 

② 423 =+ yx より， 2
2
3,432 +−=+−= xyxy  

切片は 2なので，R(0，2)を通る。 

(傾き)＝
2
3

2
3 −
=− ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)＝2のとき，( yの増加量)＝－3 

R から x 方向に＋2， y 方向に－3 だけすすめた点 S をとる。RS を結んだ直線が

2
2
3

+−= xy のグラフになる。 

グラフから交点の座標を読むと， 1,2 −== yx  よって座標は(2，－1) 

(注) この交点は①の直線上にあるので 1,2 −== yx を① 3=− yx に代入すると， 

(左辺)＝ ( ) 312 =−−=− yx ＝(右辺)が成り立ち，①の解の 1つとなる。 

同様に， 1,2 −== yx を② 423 =+ yx に代入すると， 

(左辺)＝ ( ) 426122323 =−=−×+×=+ yx ＝(右辺)が成り立ち，②の解の 1つとなる。 

よって， 1,2 −== yx は①と②をともに満たし，①，②の連立方程式の解となる。 

(2) 計算で解く。 





=+

=−

･･･②

･･･①

423
3

yx
yx

 

代入法で解く。①より 3+= yx ･･･①’ 

これを②に代入すると， ( ) 1,55,4293,4233 −=−==++=++ yyyyyy  

1−=y を①’に代入すると， 231 =+−=x  よって 1,2 −== yx  

＊この yx, の値は(1)で求めた交点の座標と一致する。 
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□9  右の図で，直線 lの式は 42 −= xy で，直線mは

2 点 B(8，0)，D(0，8)を通ります。次の問いに答えな

さい。 
(1) 点 Aの座標を求めよ。 

(2) 直線mの式を求めよ。 

(3) 点 Pの座壕を求めよ。 

(4) △PABの面積を求めよ。(単位は書かなくてよい。) 

(5) 四角形 PAODの面積を求めよ。(単位は書かなくて

よい。) 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) (2，0) (2) 8+−= xy  (3) (4，4) (4) 12 (5) 20 

[解説] 

(1) 42 −= xy に 0=y を代入すると 2=x  

(2) 傾きが－1で切片は 8なので 8+−= xy  

(3) 42 −= xy と 8+−= xy を連立方程式として解くと， 4,4 == yx  

(4)  ABを底辺とすると，(底辺)＝8－2＝6，高さは 4 

(5) △BODの面積は 8×8÷2＝32 よって，四角形 PAODの面積は，32－12＝20 

 

 

□10  鈴木さんの中学校では，文化祭のプログラムを印刷屋に注文することにした。101枚

から 1000枚までの範囲では，費用と枚数の関係は一次関数になっていて，200枚注文すれ

ば 3000円，400枚注文すれば 4000円である。 x枚注文したときの費用を y円として，次
の問いに答えなさい。 
(1) 枚数が 101枚から 1000枚までの範囲にあるとき， x， yの関係を式に表しなさい。 

(2) 750枚注文したときの費用はいくらか。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 20005 += xy  (2) 5750円 
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[解説] 

(1) yは xの一次関数なので baxy += とおくことができる。 

200枚で 3000円なので， 3000,200 == yx を baxy += に代入して， 

3000200,2003000 =++×= baba ･･･① 

400枚で 4000円なので， 4000,400 == yx を baxy += に代入して， 

4000400,4004000 =++×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。②－①より， 

5,1000200 == aa  

5=a を①に代入すると， 2000,30001000,30005200 ==+=+× bbb  

よって， 20005 += xy  

(2) 20005 += xy に 750=x を代入すると， 

57502000375020007505 =+=+×=y  

よって 5750円 
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【】試験問題Ｊ 

□1  次の計算をしなさい。 

(1) aba 73 −+  (2) ( )yxyx 23 +−+−  

(3) ( ) yx 54 ×−  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) ba +− 4  (2) yx +2  (3) xy20−  

[解説] 

(1) ( ) bababaaaba +−=+−=+−=−+ 4737373  

(2) ( ) ( ) ( )yxyyxxyxyxyxyx 2113232323 +−+−=+−−=+−−=+−+−  

yx += 2  

(3) ( ) xyyxyxyx 20545454 −=×××−=×××−=×−  

 

 

□2  次の一次関数や方程式のグラフをかきなさい。解答用紙には番号を記入してください。 

(1) 3+= xy  (2) 13 −−= xy  

(3) 01243 =−− yx  (4) 1
42
=+

yx
 

[解答欄] [解答] 
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[解説] 
baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) グラフをかくには，まず切片の座標をおさえる。

3+= xy の切片は 3なので，P(0，3)を通る。 

(傾き)＝
1
11 = ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)＝1の

とき，( yの増加量)＝1 

 P から x方向に＋1， y方向に＋1 だけすすめた点 Q を

とる。PQを結んだ直線が 3+= xy のグラフになる。 

(2) 13 −−= xy の切片は－1なので，R(0，－1)を通る。 

(傾き)＝
1
33 −

=− ＝
)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝－3 

Rから x方向に＋1，y方向に－3だけすすめた点Sをとる。RSを結んだ直線が 13 −−= xy
のグラフになる。 

(3) 01243 =−− yx のグラフを baxy += の形に変形して(1)(2)と同じようにしてグラ

フをかくこともできるが，式を満たす yx, を求める方法でやるほうが計算が簡単。 

まず， 0=x を代入すると， 3,124,0124 −==−=−−0 yyy  

よって，このグラフは(0，－3)を通る。 

次に， 0=y を代入すると， 4,123,0120 ===−−3 xxx  

よって，このグラフは(4，0)を通る。 

2点(0，－3)，(4，0)を結んだ直線が 01243 =−− yx のグラフになる。 

(4) 1
42
=+

yx
も (3)と同じようにして 2点を求めてグラフをかく。 

まず， 0=x を代入すると， 4,1
4

0 ==+ yy
 よってこのグラフは(0，4)を通る。 

次に， 0=y を代入すると， 2,10
2

==+ xx
 よってこのグラフは(2，0)を通る。 

2点(0，4)，(2，0)を結んだ直線が 1
42
=+

yx
のグラフになる。 
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□3  右の図の直線(1)～(4)の式を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

[解答](1) 3
3
1

+= xy  (2) 12 +−= xy  

(3) 4−= xy  (4) 3
2
1

−−= xy  

[解説] 

baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表

す。 
(1)の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，3)と読み取ることができる。

したがって切片bは 3， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取る
と右図の点 Q。Pから Qで， xは＋3， yは＋1 変化する。したがって

直線の傾きaは
3
1
 ゆえに，求める直線の式は 3

3
1

+= xy である。 

(2)の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，1)と読み取れる。したがって切

片bは 1， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点 S。

Rから Sで， xは＋1， yは－2変化する。 

したがって直線の傾きaは 2
1
2

−=
+
−

 ゆえに，求める直線の式は 12 +−= xy である。 

(3)の直線が y軸と交わる点の座標はT(0，－4)と読み取ることができる。

したがって切片bは－4， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取
ると右図の点 U。Tから Uで，xは＋1， yは＋1変化する。したがって

直線の傾きaは 1
1
1
=

+
+
 ゆえに求める直線の式は 4−= xy である。 

(4)の直線が y軸と交わる点の座標は V(0，－3)と読み取ることができる。
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したがって切片bは－3， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点 W。

V から W で， xは＋2， yは－1 変化する。したがって直線の傾きaは
2
1

2
1

−=
+
−

 ゆえ

に求める直線の式は 3
2
1

−−= xy である。 

 

□4  1次関数 13 +−= xy について，次の問いに答えなさい。 

(1) グラフの傾きと切片を求めなさい。 

(2) 1−=x ， 3=x のときの yの値をそれぞれ求めなさい。 

(3) xの値が－2から 4まで増加するとき， xの増加量と yの増加量を求めなさい。 

(4) xの変域が 31 <<− x のときの yの変域を求めなさい。 

(5) xの値が 5だけ増加したときの yの増加量を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) 傾き：－3，切片 1 (2) 4，－8 (3) xの増加量＝6， yの増加量＝－18 

(4) 48 <<− y  (5) －15 

[解説] 

(1) baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

したがって， 13 +−= xy の傾きaは－3，切片bは 1 

(2) 13 +−= xy に 1−=x を代入すると， ( ) 413113 =+=+−×−=y  

13 +−= xy に 3=x を代入すると， 819133 −=+−=+×−=y  

(3) xの値が－2から 4まで増加するとき，( xの増加量)＝ ( ) 62 =−−4  

2−=x のとき， ( ) 7123 =+−×−=y  4=x のとき， 11143 −=+×−=y  

よって，( yの増加量)＝ 18711 −=−−  

(4) (2)より， 1−=x のとき 4=y ， 3=x のとき 8−=y  

よって， xの変域が 31 <<− x のときの yの変域は 48 <<− y  

(5) baxy += で aは傾きで， xが増加するときの yの増加量を表している。 

13 +−= xy では， xが 1増加すると yは－3増加する。 

したがって， xの値が 5だけ増加したときの yの増加量は，－3×5＝－15 
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□5  次の(1)～(4)にあてはまるものを，下のア～オの式の中からすべて選び記号で答えな

さい。 
(1) yは xの 1次関数である。 

(2) xの値が増加するとき，対応する yの値が減少する。 

(3) グラフが右上がりの直線である。 
(4) グラフが y軸上の同じ点を通る。 

ア 11=+ yx   イ 
x

y 18
=   ウ 43 += xy   エ 4

3
2

+−= xy   オ yx 2=  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) ア，ウ，エ，オ (2) ア，イ，エ (3) ウ，オ (4) ウ，エ 

[解説] 

(1) baxy += のように yが xの1次式で表される場合，yは xの1次関数であるという。 

ウ，エは baxy += の形になっているので 1次関数である。 

また，アは 11+−= xy ， オは xy
2
1

= と baxy += の形に変形できるので，1次関数で

ある。 

(2) 1次関数 baxy += では， 0>a の場合は xが増加すると yも増加
する。 0<a の場合は xが増加すると yは減少する。したがって，1次

関数ア，ウ，エ，オのうち， 0<a のアとエは xが増加すると yは減少

する。また，イの
x

y 18
= は反比例で， 0>x の範囲でも 0<x の範囲

でも xが増加すると yは減少する。 

(3) イは反比例のグラフなので曲線になる。 

ア，ウ，エ，オは 1 次関数なので直線である。1 次関数 baxy += で 0>a のとき右上が

りになるので，グラフが右上がりの直線になるのは，ウ 43 += xy ，オ yx 2= の 2つ。 

(4) イの
x

y 18
= は反比例で，x軸と交わることはないので，ここでは，残りのア，ウ，エ，

オについて考える。 

1次関数 baxy += で 0=x のとき bbay =+×= 0 なので，bは y軸上の切片の y座標
を表している。よって切片bが同じ 1次関数のグラフは y軸上の同じ点を通る。 
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ア 11+−= xy ，ウ 43 += xy ，エ 4
3
2

+−= xy ，オ xy
2
1

= のうち，切片bが同じであ

るのはウとエである。 

 

□6  次の条件をみたす 1次関数または，直線の式を求めなさい。 

(1) 変化の割合が 3で， 1=x のとき 4=y である。 

(2) グラフが点(2，0)を通り，直線 52 += xy に平行である。 

(3) グラフが2点(2，－1)，(－4，5)を通る。 

(4) xの値が 3増えると，yの値は 2減り，グラフは直線 42 += xy と y軸上で交わる。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 13 += xy  (2) 42 −= xy  (3) 1+−= xy  (4) 4
3
2

+−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。また，

aは変化の割合も表している。 

(1) 変化の割合が 3なので 3=a  よって bxy += 3 とおくことができる。 

1=x のとき 4=y であるので，これらを bxy += 3 に代入すると， 

1,34,134 =−=+×= bbb  よって，求める式は 13 += xy  

(2) 2直線が平行であるとき baxy += の傾きaは等しい。直線 52 += xy に平行なので，

傾きaは 2である。よって， bxy += 2 とおくことができる。 

グラフが点(2，0)を通るので， 2=x のとき 0=y  これらを bxy += 2 に代入すると， 

4,220 −=+×= bb  よって，求める式は 42 −= xy  

(3) baxy += が 2点(2，－1)，(－4，5)を通るので， 

1,2 −== yx を代入して， 12,21 −=++×=− baba ･･･① 

5,4 =−= yx を代入して， ( ) 54,45 =+−+−×= baba ･･･② 

①－②より， 1,66 −=−= aa  1−=a を①に代入すると， 

( ) 1,12,112 =−=+−−=+−× bbb  よって，求める式は 1+−= xy  
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(4) xの値が3増えると， yの値は2減るので，傾きは
3
2

3
2

−=
−

=a  

このグラフは直線 42 += xy と y軸上で交わるので切片は 4=b  

よって，求める式は 4
3
2

+−= xy  

 

 

□7  2直線 54 −= xy と myx =+ 3 が y軸上で交わるとき，mの値を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]－15 

[解説] 

54 −= xy が y軸と交わる点では 0=x で，これを 54 −= xy に代入すると 5−=y  

したがって myx =+ 3 は点(0，－5)を通る。 myx =+ 3 に 5,0 −== yx を代入すると，

m=−15  

 

 

□8  気温 x℃のときの空気中を伝わる音の速さを毎秒 y mとすると， 
   3316.0 += xy  

という関係があります。 

(1) 変化の割合 0.6は何を意味していますか。 

(2) 気温が 10℃から 15℃まで 5℃だけ高くなると，音の速さは毎秒何 mだけ速くなりま

すか。 

(3) この問題で音に関してどんなことがわかりますか。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

(3)  

[解答] 

(1) 気温が 1℃上がったときの音の速さが増加する量 (2) 毎秒 3m (3) 温度が高くなる

ほど音の速さは大きくなる 
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[解説] 

(1) たとえば， 10=x のとき， 3316331106.0 +=+×=y  

xが 1増加して 11=x になったとき， 3316.6331116.0 +=+×=y  

このとき， yは ( ) ( ) 6.033163316.6 =+−+ だけ増加する。 

このことからも分かるように， 3316.0 += xy の 0.6 は x (気温)が 1 (℃)増加したときの

y (音の速さ)の増加量を表している。 

(2) (1)より気温が 1℃上昇すると音の速さは 0.6m/秒だけ速くなる。したがって，気温が 5℃

上昇すると，速さは 356.0 =× m/秒だけ速くなる。 

 

 

□9  右の図のように，1次関数 

 32 += xy ･･･① 

 6+−= xy ･･･② 

のグラフがある。①，②のグラフの交点を A，①のグラフ
と y軸との交点を B，②のグラフと x軸との交点を C と

するとき，次の問いに答えなさい。 

(1) 点 B，Cの座標をそれぞれ求めなさい。 

(2) 点 Aの座標を求めなさい。 
(3) y軸上に点 Pをとって，△ABCと面積が等しくなるように△ABPをつくりたい。こ

のとき，点 Pの y座標の値 pを求めなさい。(ただし， 3<p である。) 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) B(0，3)，C(6，0) (2) (1，5) (3) 12−=p  

[解説] 

(1) 点 Bの座標を求めるために，①の 32 += xy に 0=x を代入すると， 3=y  

よって，点 Bの座標は(0，3)になる。 

次に，点 Cの座標を求めるために，②の 6+−= xy に 0=y を代入すると， 

6,60 =+−= xx  よって，点 Cの座標は(6，0)になる。 
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(2) 2 直線の交点を求めるために，2 直線の式 32 += xy ･･･①と 6+−= xy ･･･②を連立

方程式として解く。 

①の yを②に代入すると， 1,33,362,632 ==−=++−=+ xxxxxx  

1=x を①に代入すると， 5312 =+×=y  

よって，交点 Aの座標は(1，5) 
(3) 点 Cを通り ABに平行な直線をひくと，この直線と y

軸が交わる点が点 Pである。 

このとき，△ABCと△ABPは底辺 ABを共有する。 

△ABCの高さ CQと△ABPの高さ PRは，AB//CPなの

で等しくなる。よって，△ABCと△ABPの面積は等しく

なる。 

点 C を通って①と平行な直線の傾きは①の傾きと等しく

なるので，式は， bxy += 2 と表すことができる。 

これに C ( )0,6 を代入して， 

b+= 120 で 12−=b  したがって，③が y軸と交わる
点 Pの座標は(0，－12) 

よって， 12−=p  
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